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【要 旨】 

２１世紀の地球環境にとって人工光合成による再生可能エネルギーの獲得は最も大きな課

題のひとつであり、さまざまな技術的アプローチ法によって研究開発が進行中である。 そ

の中で、バイオマス生産的アプローチ、有機金属錯体的アプローチ、半導体触媒的アプロー

チについて現状の技術水準、実用化までに解決すべき課題、周辺技術開発を含めた事業化、

社会インフラの転換のシナリオについて紹介する。 

また見えないもの／見えにくいものを見る必要性という視点での界面科学的アプローチと

しての放射光科学の人工光合成研究への期待を紹介したい。 
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